
１ 久慈地域の情報 
○普及現地情報 ・ ・ ・ 1

・ 山形町日野沢地区の「まめぶ」を作ろう～高校生への郷土料理伝承

（第 1回）開催～

・食の匠に学ぶ「いげばっと」 ～技術研鑽研修会を開催しました～

・他地域の事例を学ぼう！～集客力向上視察研修会を開催しました～

・「手づくりアイスクリーム」、「麦炊（じょうす）」を作ろう

～高校生への郷土料理伝承会（第 2回）開催～

・高校生が農業現場の視察と体験を通じて農業の楽しさを体感

・日本短角種子牛共進会が開催されました

・「岩手 141号」の第２回現地見学会を開催しました！

２ お知らせ 
○クマ注意（秋のクマ被害防止キャンペーン） ・ ・ ・ ８

・クマによる人身被害防止のため、令和６年９月から 11月にかけて、

「秋のクマ被害防止キャンペーン」を実施します。

○野生きのこの取扱いについて ・ ・ ・ 10

・販売の際は、野生きのこの放射性物質濃度の自主検査をお願いして

います。

○農薬管理使用アドバイザー養成研修について ・ ・ ・ 12

・まとめて学ぶことが少ない農薬について、この機会に正しい知識を

学んでみませんか。（申込書別添）

○農業情報メールサービスの紹介 ・ ・ ・ 14

・岩手県の農作物技術情報や農村地域などの情報を幅広く提供する

メールサービスを行っています。ぜひご活用ください。

○スマート農業技術活用促進法 ・ ・ ・ 別添

・スマート農業技術について、新たな支援制度がスタートします。

○農業の人材確保セミナーについて（11/13） ・ ・ ・ 別添

・経営者として、労務管理や労働力確保について考えてみませんか。

○経営力向上研修会について（11/27） ・ ・ ・ 別添

・計数管理や経営継承について、学んでみませんか。

○農業用廃プラスチック回収のお知らせ ・ ・ ・ 別添

・12月に農業用廃プラスチックの回収を行います。

～ 掲 載 内 容 ～ ページ 

久慈農業改良普及センターだより 
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《久慈》高校生が農業現場の視察と体験を通じて 

農業の楽しさを体感

10 月４日に県立久慈東高等学校生（環境緑化系列）を対象とした農

業現場視察を開催しました。これは、高校生が久慈地域の農業を理解

する機会として、久慈地方農業農村活性化推進協議会が平成 26 年度か

ら毎年実施しているものです。今年度は３年生５人が参加しました。  

普代村の農家では、今年２月末の大雪でハウス５棟が損壊したもの

の、被害を免れたハウスと夏期露地栽培で、ほうれんそうの出荷を切

らさぬ工夫等、生産者としてのご苦労を伺ったほか、地域特産の寒締

めほうれんそうの圃場見学と美味しい食べ方を教えていただきました。 

久慈市の農家では、品目にピーマンを選んだきっかけやパート雇用

での心がけのほか、ご夫婦で仲良く楽しく作業するコツなどを教わり、

収穫体験もさせていただきました。  

野田村の農家では、ねぎの出荷調製作業と、きゅうりの収穫作業の

体験をしました。特にねぎの調製では出荷規格とするまでの機械作業

のノウハウ等を経験させていただきました。  

視察先の３農家では、実体験を踏まえた農業の大変さと楽しさが共

通したお話で、体験を通じて、夏休みはパートに来て、と誘われるな

ど、生徒たちにとっては今後の進路を考える一助となったようです。  

視察の様子はタイムリーにＳＮＳで発信し、楽しく体験する様子な

どを約４千人の方に閲覧いただき、関心を持っていただきました。 

（寒締めほうれんそうの圃場見学） （ねぎ出荷調製の作業体験） 

普 及 現 地 情 報 

令 和 ６ 年 1 0 月 1 5 日 

久慈農業改良普及センター  

執 筆 者  東 海 林 豊 
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「岩手 141 号」の第２回現地見学会を開催しました！ 

久慈地域の水稲生産者や関係者を対象に、水稲新品種「岩手 141 号」

圃場の第２回現地見学会を８月 29、30 日に開催しました。見学は、久

慈市（大川目町、宇部町）、洋野町（阿子木）、野田村（泉沢）に設置し

たモデル圃場４か所のほか、生育診断圃（洋野町宿戸）の、計５カ所

で行い、参加者は計 43 名でした。 

はじめに「岩手 141 号」の特性について、県北農業研究所から説明

いただいた後、普及センターから「岩手 141 号」の生育状況や調査結

果等を説明しました。また、モデル圃場の生産者から、これまでの生

育や管理方法、期待などについてお話しいただきました。  

参加者から、「籾が大きく収量が期待できそうだ」や「倒伏に強い

ので安心して育てられる」といった期待のほか、「いつ試食できるの

か」「食味が気になる」などの声が聞かれました。「岩手 141 号」への

関心の高まりを感じることができました。 

刈取りは９月上旬から始まり、収穫を終えた生産者からは、後日「い

わてっこに比べて、収量が多そう」などの感想をいただきました。  

普及センターでは、「岩手 141 号」の食味を知ってもらうため、関係

機関の協力を得て、水稲生産者等を対象とした試食会を 11 月下旬に開

催する予定です。 

普 及 現 地 情 報 

令 和 ６ 年 1 0 月 2 3 日 

久慈農業改良普及センター 

執 筆 者  小 原  聡 大 

ほ場見学の様子 刈取りの様子 
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令和６年度岩手県農薬管理使用アドバイザー養成研修 

受講を希望される方へのご案内 

久慈市、普代村、洋野町、野田村の農業者で本研修の受講を希望する方

は、別添の養成研修受講申込書（様式第１号）に必要事項を記入し、関係

書類を添えて、令和６年 11 月 15日（金）（必着）までに久慈農業改良普

及センターあて、郵送又は持参により申し込みをしてください（履歴書を

添付することから FAX による申し込みは不可）。 

＜提出書類＞ 

・様式第１号 養成研修受講申請書

・様式第３号 試験免除願出書 ※試験免除該当者のみ提出

・参考様式 履歴書 ※市販の履歴書様式でも可

［様式は、岩手県のホームページから入手できます。］

＜申込先及び申込みに関するお問い合わせ先＞ 

久慈農業改良普及センター（担当：山本） 

住所 〒028-8042 久慈市八日町 1-1 久慈地区合同庁舎４階 

電話 0194-53-4989 

＜岩手県農薬管理使用アドバイザーに関するお問い合わせ先＞ 

県庁農林水産部農業普及技術課 技術環境担当（宍戸） 

電話 019-629-5656 
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にな翡滑繍？
岩手県では、 農薬の安全で適正な使用を普及・推進するため、 護薬を取り巻く状況や法律上の

扱い等の基本的な知識を、 販売者や使用者に周知する機会を提供し、 農薬の安全使用・適正管理
に関して一定の知識を有する方を「岩手県震薬管理使用アドバイザー」として認定しています。

---
震薬に関する様閃な専門分野について、 この機会に正しい知識を学び、 あなたも「農薬管理

使用アドバイザー」として、 地域の人や農薬を購入する人に対して正しく安全な使用方法を広
めませんか。

＊どのような人がなれますか？

二
県内に勤務または居住する満18歳以上の方を対象とします。

これまで、 農薬販売者、 JA•NOSAI・ゴルフ場・産直組合等の関係者、 防除

業者、 農業者など、 震薬の使用に関わる様尺な分野の方を認定しています。

オどうすれば認定され宏すか？

二
［ 養成研修受講後の試験で70点以上(100点満点）取得した方が認定されます。なお、

薬剤師や防除指導員、 震薬安全コンサルタント等の有資格者は試験免除となります。
認定期間は、 研修受講年度の翌年度の4月1日から3年間となります。

【岩手県農薬管還使用アドバイザー養成研修会の開催概蔓】

1 日時、 場所

回 月 日 会場 所在地等

第1回
令和7年

花巻市文化会館
住所：花巻市若葉町三丁目 16 番 22 号

1月 16 日（木） TEL : 0198-24-6511 

第2回
令和7年 岩手産業文化センタ ー 住所：滝沢市砂込 389-20

1月 22 日（水） ツガワ未来館アピオ TEL : 019-688-2000 

※時間は受付：9 ： 00~9:30、 研修：9:30-15:50、 試験：15:50-16: 50 となります。

2 お申込み ・ お問い合わせ

受講には事前申し込みが必要です。 県庁農業普及技術課へお問い合わせのうえ、 申込書

等を入手してお申し込みください。

なお、 認定要領や過去の試験問題は県庁のホームペー ジから入手できます。

※ 岩手県HP > 産業・雇用 ＞ 農業 ＞ 農業技術情報 ＞農薬及び肥料 ＞

岩手県農薬管理使用アドバイザー と進んでください。

（問い合わせ先）岩手県庁 農林水産部 農業普及技術課
〒020-8570 盛岡市内丸10-1 電話：019-629-5656
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電子メールを活用した農業情報のサービスを行っています 

 

 

 

 

 

～いわてアグリベンチャーネット掲載記事の紹介～ 
いわてアグリベンチャーネットでは、毎月、各地域の農業情報をお知らせしています。 

【９～10月分の掲載記事】 

〇産地紹介： 《一関》道の駅むろね産直コーナー ～霊峰室根山を望む～ 

《盛岡》 「下北産直およれんせ」へ急げ！焼きいも、かきやりんごにきのこまで！ 秋の大総力祭開催中！ 

〇人物紹介： 《宮古》上坂善和さん 笑顔溢れる楽しい農場に！ 

《八幡平》人物紹介 JA新岩手東部 菊池菜織さん 

〇『普及活動年報』 県内各地域の普及センターの取組を紹介しま

す。 下記の URL、または右の 二次元バーコードからご覧ください。 

https://www.pref.iwate.jp/agri/i-agri/index.html

久慈農業改良普及センターfacebook 公開中！ 
久慈寒次郎が、最新の情報や 、HOT な情報をお届けします。 
下記の URL、または右の 二次元バーコードからご覧ください。 

https://www.facebook.com/岩手県久慈農業改良普及センター-581601925540151/ 

久慈農業改良普及センターでは、農作物技術情報、台風や気象災害などへの注意情報、病害虫に関

する情報、スマート農業に関する情報などをタイムリーに入手することに役立つメール配信をしています。 

ご自身のメールから ce0026@pref.iwate.jp（普及センター組織アドレス）まで「氏名」、「住所」、「電話番

号」を送信していただければ、いつでも登録できます。登録すれば久慈農業改良普及センター（地域 ML）か

らだけではなく、県（県 ML）からも情報が配信されます。 

  【下記からも申込みできます】 

これまでに県から配信した内容は、次のような内容です。 

・農作物技術情報（毎月、号外あり）

・農作物病害虫発生予察情報

・病害虫防除速報（水稲、野菜、果樹、花きなど）

・産地情報 「産地紹介・人物紹介」（毎月）

・県からのお知らせ（イベント案内、研修会案内など）

今後も随時、情報発信していきますので、ぜひご活用ください。 
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